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地域保健事業における広報媒体の活用の実践と評価

タケウチ ユウコ

竹内 祐子
タカハシ

高橋 みね
カサイ

河西あかね
ナカシマ ヒロミ

中島 弘美
カトウ カズミ

加藤 和美
ヨシザネ

吉實みちる
ウツキ メグミ

宇津木 恵
ソネ トモフミ

曽根 智史
モリタ タカエ

守田 孝恵
タケムラ シンジ

武村 真治

目的　自治体で実施している保健事業の広報活動に関する介入研究を行い，効果的な広報活動の

具体的な実践方法を検討する。

方法　東京都町田市で実施している「食生活講演会」に関する広報活動に対して介入研究を行っ

た。介入地区と対照地区の選定については，人口構成，高齢化率，講演会会場からの地理的

条件，住民の特性などが類似した2地区を町田市とともに選定し，介入地区を玉川学園，対

照地区を成瀬地区（東玉川学園・成瀬台・成瀬1丁目）とした。介入した広報活動は，①ター

ゲットを食事づくりに携わると考えられる20～60歳代の女性とした。また，従来の保健事業

は特定の固定された人たちが集まる傾向にあるため，新たな参加者を得るために町田市が実

施している基本健診・がん検診を除いた保健事業にこれまで参加したことのない者（以下，

新規参加者）もターゲットとした。②広報媒体を手元に残るチラシとし，従来用いられてい

なかった多色刷りで，キャッチフレーズや字体などを工夫した。③配布方法として，小学

校，地域団体，保健協力員，スーパーの4つの配布経路を設定し，「直接手渡す」能動的な

方法で配布した。また，調査方法は講演会の参加者全員を対象に，自記式調査票を用いた調

査を実施した。

結果　1.　チラシによる広報活動は市報と比較して，講演会の参加者の割合が高かった。

　2.　介入地区からの参加者の割合は対照地区より高かった。

　3.　ターゲットである20～60歳代の参加割合は，介入地区と対照地区で差がみられなかっ

た。

　4.　新規参加者の参加割合はチラシと市報の媒体別でも，介入地区と対照地区の地区別で

も差はみられなかった。

　5.　配布経路別では，市のボランティアセンターに登録されている地域団体の代表者を通

じた配布により，高率の参加者を得た。

結論　媒体としてチラシを用い，地域団体の組織力を活用し，「直接手渡す」能動的な方法を用

いた広報活動により，多くの講演会参加者を得ることができた。今後，様々な媒体や配布経

路を効果的に活用し，事業目的に沿ったターゲットを得るための広報活動の検討が望まれる。
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